
画画 面面

操操 作作

Ｗｅｂ上でＥｘｃｅｌ業務の共有化・見える化が図れます

こ ん な お 悩 み は あ り ま せ ん か ？

Ｘ･Ｃｕｔｅは、Ｅｘｃｅｌをベースに高度なＷｅｂシステムを構築出来るWebアプリケーションツールです。

Ｅｘｃｅｌでデザインしたものがそのままブラウザに表示でき、Ｅｘｃｅｌとデータベースの連携が行なえます。

全業種
対応

特 徴 （Ｅｘｃｅｌ業務課題ソリューション）

画面デザインは、Ｅｘｃｅｌで作成画面デザインは、Ｅｘｃｅｌで作成

Ｅｘｃｅｌで作成した業務ノウハウの詰まった一覧やグラフがブラウザに表示されます。

いままでと同じ画面・デザインとデータベースとの連携で、情報共有が可能になります。

既存資産活用とﾉﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで開発費用の圧縮既存資産活用とﾉﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで開発費用の圧縮費費 用用

ブラウザ上でブラウザ上でＥｘｃｅｌＥｘｃｅｌが展開が展開

カーソルキーやＥｎｔｅｒキーの項目移動等画面操作しやすく、またピボットテーブルはじめ、

使い慣れたＥｘｃｅｌ機能で情報分析が可能になります。

画面デザインは既存Ｅｘｃｅｌ資産を利用し、各機能はノン・プログラミングでＷｅｂ開発出来

ます。 “安く” “早く” “簡単” にＷｅｂアプリケーションを構築する事が可能になります。

ｼｽﾃﾑ担当の悩みｼｽﾃﾑ担当の悩み 散在するＥｘｃｅｌ管理散在するＥｘｃｅｌ管理

業務担当の悩み業務担当の悩み Ｅｘｃｅｌ情報共有Ｅｘｃｅｌ情報共有

経営者の悩み経営者の悩み 業務でのＥｘｃｅｌ利用業務でのＥｘｃｅｌ利用

・業務で利用しているＥｘｃｅｌ情報が肥大化、老朽化、属人化

・Ｅｘｃｅｌ名人や達人が作成したＥｘｃｅｌ資産の継承問題

・否定型業務のＥｘｃｅｌが多数存在し、管理・主管部署の問題

・転記ミス、変更履歴管理出来ていない、最新ファイルの所在がわからない

・各拠点から送付される発注情報（Excel）を手作業で振り分け、集計

・個人や部門のローカルドライブで管理しているＥｘｃｅｌが多数存在

・企業情報等の外部への情報漏洩

・ＩＴ統制や内部統制の対応（スプレッドシート統制）

・ＢＩツールの活用頻度低下と経営判断で必要な資料をＥｘｃｅｌで作成

※ExcelOPEN機能を利用した場合



●Windows,ExcelはMicrosoft Corporationの米国およびその他の国における商標および登録商標です。 ●Ｘ・Ｃｕｔｅは株式会社マイクロラボの商標及び登録商標です。

●その他 会社名､製品名およびサービス名などはそれぞれ各社の商標または登録商標です。 ●パシフィックシステム株式会社は、株式会社マイクロラボ社のＸ・Ｃｕｔｅの販売・開発パートナーです。

●内容は予告なしに変更する場合があります。

販売元

パシフィックシステム株式会社

東京都港区台場2-3-5 台場ガーデンシティビル９階

TEL: 03-5531-7750   FAX : 03-5531-7760

sales@pacific-systems.co.jp

お問合せ先
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本製品の情報はインターネットでもご覧いただけます。 http://www.pacific-systems.co.jp/service/sitop/excel/

導入効果

１．発注業務への適用１．発注業務への適用

・Excelファイルのメール添付不備

・メール誤送付の情報漏洩が心配

・手入力時の転記ミスの心配

・購買部門の業務負荷を削減したい

・登録結果は、自動集計・ＤＢ管理

・登録状況の見える化、ペーパレス

・購買部門は、本業務に専念

※Excel資産の有効活用（従来と同一ﾚｲｱｳﾄ

※Excelの版管理不要

※新システム操作教育が短時間で完了

２．２．基幹システム基幹システム 売上レポートのビジュアル化売上レポートのビジュアル化

・非定型業務Ｅｘｃｅｌの存在

・基幹ｼｽﾃﾑの帳票は使い勝手が悪い

・手入力時の転記ミスの心配

・企画部門の業務負荷を削減したい

Before After

Ｘ・Ｃｕｔｅの稼動環境

■ Windows XP／Vista／2003Server／2008Serverの動作するコンピュータ（推奨：高速CPU、メインメモリー2GB以上）

■ ネットワークインターフェイスカード(NIC)必須

■ Microsoft Excel2002／2003／2007／2010

※Web上でExcelを利用するExcel OPEN機能は、クライアントパソコンにMicrosoft Excelが必要です。

各営業拠点は、発注情報（Excel）を本社へメール送信。

本社購買部門は、各拠点の発注情報を手作業で集計し、

集計結果を業者ＥＤＩシステムへ転記。

各営業拠点は、発注情報をＷｅｂ上で入力。

本社購買部門は、集計結果を確認後、業者EDIへ自動転送
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手入力
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ＤＢ

※発注情報を自動転送

企画部門

グラフ作成

基幹システム

ＣＳＶ

各種帳票

営業部門

共有フォルダー

グループウェア

メール配信

企画部門の朝一番の作業は、販売速報や売上レポート作成。

基幹システムの帳票は、そのままでは活用し難く、

Ｅｘｃｅｌ作成した資料を営業部門へ配信している。

販売速報は、いつでも、どこでも、リアルタイムに参照可能

企画部門は、本業務の新製品の企画や販売戦略の時間が増加

営業部門

企画部門

出張先

基幹システム

販売戦略

導入後

・タイムリーな情報が出張先でも参照可能

・ブラウザで販売速報（グラフ）の共有

・企画部門は、本業務に専念

※従来の販売速報（グラフ）と同じ書式で

営業部門は戸惑い無くシステム利用

※ピボットテーブルを利用したデータ分析

青字はＩＴ化による効果。赤字はXcuteを採用した効果

青字はＩＴ化による効果。赤字はXcuteを採用した効果

分析
ＤＢ


